
研究概要と成果
近年国内外において、次世代型⾃動⾞における⾼度⾃動運転を実現するための研究開発が注
⽬されている。また、政府が⽬指している2050年頃のカーボンニュートラル社会の実現に向け、
国内外の⾃動⾞産業において、⾃動⾞⾛⾏時の省エネルギー化とCO2排出量削減のための取り組
みが重要視されている。本研究では、これらの背景を踏まえ、「リアルタイムAI技術に基づく省
エネルギー化に資する⾼度⾃動運転⽀援技術に関する研究開発」を実施した。
本研究では、⾞載センサネットワークから多種多様な⾞両IoTビッグデータ（⾞両⾛⾏情報、
周辺情報、位置情報、燃費情報）を収集し、新たな数理モデルを⽤いて様々な⾞両⾛⾏パター
ンの⾃動学習を⾏うための基盤技術を開発した。また、多種多様な⾞両⾛⾏IoTビッグデータを
収集・利活⽤し、動的空間モデルを⽤いた⾞両⾛⾏情報・周辺情報等とエネルギー消費量の因
果関係を⾃動解析し、リアルタイムに将来予測と最適化を⾏うことで、省エネルギーで⾛⾏可
能な最適な⾃動運転パターンを⾼速に推定する、⾼度⾃動運転⽀援技術を開発した。

環境政策等への貢献 〜2050年頃のカーボンニュートラル社会実現に向けた貢献〜
• 省エネルギー化に資するリアルタイム⾛⾏最適化に関し提案⼿法により燃費効率が約60%向上
• ⼩型エッジデバイスへのシステム実装の実現により⼤型計算機を使⽤した深層学習モデルの
計算と⽐較し約99.5%のエネルギー削減

• リアルタイム⾛⾏最適化技術の開発と⾞載IoT端末（エッジデバイス）におけるシステム軽量
化により⾛⾏時のエネルギー資源使⽤の削減、および、消費電⼒の低減化が⾒込まれる

• ⾏政ニーズ (1-4) 「地域循環共⽣圏・Society5.0 を踏まえた新たな⻑期シナリオによる脱炭
素社会への道筋の研究」への貢献
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